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　 Ising ス ピ ン が 熱源 と の 相 互 作用 に よ っ て 方 向 を 変 え る とい う kinetic
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場 を ゼ ロ に した と きの 全磁 化 M の 応 答を 調 べ ju．　，e 磁 場 が 弱 い と すれ ば M （t）は
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と表 わ され る 。 た だ し ・ 〈　〉 は 磁 場が な い と きの 熱 平 衛状態で の 平均を 意

味 し ， また 演 算 子 L は
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で定 義 され る ・ こ の 式 で W 」は ス ピ ン の ひ っ く り返 る 遷移 確 率 で 具体 的な 計

算に 幡

　　　　 Wi　
： （Ct／ 2 ）　〔1

− Sj　th （憲Kjk 　Sk ）〕

の 表 式巌 ・ た （K
」k

＝ J3k 八 丁 ）・ 黼 力琉 分 小 さ い と cu   lant
騨

を 利用 し て

　　M （tYM （0） ＝ exp （− t ／ τ ），
τ ・ ＝ 〈M2 ＞／〈MLM ＞r 〃 m2 　R

恭え られ る 。 こ こ で m は ス ピ ン 1 個 あた り の 磁気 能 率 ，
R は Tc で も 正 の 定

数で
， した が っ て Tc に 近づ くと τ は帯 磁 率 ￥ と 同程 度 で 無 限 大に な る 。 2

次 元 で 最近 接相 互 作用 の 場合に 計算 し た R の 値 を 次表 に 示す 。
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最近 接 格 子点 の 数か 多 い 程 R か 大 きい の は 物 理 的に 当然 であ る 。 因 み に ， 分

子 場的 な 近 似 を 用 い る と R ／ α は 1 に な る 。

　蜂ゐ巣 格子 は 構造 か 簡単な の で 次 の 項 ま で 計 算 か で きる 。 そ の 結果 は τ勧

の high ｛requency 　 limit 、を求 め る こ と と同等で Tc に お い て
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の 式か え ら れ る 。 こ れ か ら分 る よ うに ω 》 　α で 嫁，Scahng 　 t　 aw か 成 立 し

な い 。 しか し ， 逆に ω 《 　Ctの 極限 で は こ の 法則 か な り た っ 可 能 性 か あ 為。

その 点 に っ い て は 現 在 考 察 中で あ る 。 以 上 の 計 算 中， 蜂 の 巣格子 と 三 角格子

の 結 果 は 波 田 野 彰 氏 と の 共 同研 究 に よ る もの で あ る 。
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